
批
評
と
紹
介

西
北
第
二
民
族
学
院
・
上
海
古
籍
出
版
社
・

英
国
国
家
図
書
館
編

英
蔵
黒
水
城
文
献
⑤

西

田

龍

雄

『

英
蔵
黒
水
城
文
献』

第
一
巻
か
ら
第
四
巻
ま
で
が
、
二
〇
〇
五

年
一
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
て
の
ち

(

１)
、
昨
年

(

二
〇
一
〇)

十
月
に
な
っ
て
最
終
巻
第
五
巻
が
や
っ
と
刊
行
さ
れ
た
。
編
集
方
針

は
一
向
に
変
わ
っ
て
な
い
が
、
今
回
は
最
後
に

｢

叙
録｣
と
し
て
六

十
五
頁
に
わ
た
っ
て
全
体
の
簡
単
な
目
録
が
つ
い
て
い
る
。

こ
の
最
終
巻
に
は
や
や
長
い
断
片
が
含
ま
れ
る
と
期
待
し
た
が
、

そ
れ
も
少
な
く
、
一
九
七
〇
年
に
筆
者
が
当
時
の
英
国
博
物
館
で
校

訂
復
原
し
た
数
種
類
の
巻
子
本
と

『

同
音』

『

雜
字』

も
残
念
な
が

ら
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
は
⑤
に
収
め
ら
れ
た
断
片
を
中

心
と
す
る
が
、
前
回
②
〜
④
の
中
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
関
連
す
る

諸
断
片
を
も
対
象
と
し
て
、
気
付
い
た
重
要
な
誤
り
な
ど
を
前
二
回

と
同
様
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

１

.3235�3235�

④��59編
者
は
陀
羅
尼
と
す
る
が
実
際
は
占
卜
書
の
残
片
で
あ
る
。
表
裏

二
枚
は
連
続
す
る
。

｢

唯
財
ヲ
捨
テ
ル
ト
キ
…
ハ
唯
病
ニ
屈
ス
ル
ト
キ
…
唯
父
母
ノ
占
ヲ
為
ス
ト
キ
…

唯
婚
姻
ノ
占
ヲ
求
ム
ル
ト
キ
…
ハ
唯
行
宿
ノ
占
ハ
□
中
ガ
動
カ
バ
速
ニ
来
ル
。

種
々
中
宮
ノ
和
ス
ル
コ
ロ
ニ
還
ル
月
日
ナ
リ｣

こ
の
断
片
の
存
在
は
コ
ズ
ロ
フ
本
と
関
連
し
て
拙
文

｢

西
夏
語
訳
六

十
四
卦
と
鍼
灸
書｣

『

三
笠
宮
殿
下
米
寿
記
念
論
集』

(

刀
水
書
房
、

二
〇
〇
四)

、
五
六
九
頁
で
触
れ
て
い
る
。

２

.3505

④��203仏
経
と
す
る
が
、
左
半
分
六
行
は
興
味
深
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
、

楷
書
体
写
本
断
片
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

｢�����
の
メ
ウ
・
ジ
ク
メ

(

無
畏)

師
ノ
処
ニ
伝
ワ
ル
。
其
ノ
時
、

吐
蕃
ノ
中
辺
国
ノ
天
子
セ
ン
ダ
ル
マ
ノ
身
ニ
悪
瘡
ガ
出
タ
ル
タ
メ
、
通
事

リ
チ
ュ
ン
獅
子

セ

ン

ゲ

幢
ト
ナ
カ
ル
ソ
ン
鳥
面
有

(

鳥
ノ
面
ヲ
持
ツ
者)

二
人

ヲ
遣
シ

｢

悪
瘡
治
療
要
論｣

ヲ
求
メ
ニ
行
カ
シ
ム
。
リ
マ
通
事
ハ
パ
プ
国

ニ
至
リ
メ
ウ
・
ジ
ク
メ
…

(

以
下
欠)｣

残
念
な
が
ら
右
半
分
の
六
行
は
全
く
別
の
内
容
を
も
っ
て
い
て
連

続
し
な
い

(

西
田

『

西
夏
文
華
厳
経
Ⅱ』

京
都
大
学
文
学
部
、
一
九

七
六
、
三
三
頁
参
照)

。

３

.3540
④��230

第
九
十
三
巻
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こ
れ
は

『

同
音』

で
は
な
い
。
習
字
と
す
る
の
が
正
し
い
。��

���
の
五
字
は
部
姓
字
で
あ
り
、『

金
碎
掌
置
文』

第
六
十
四
句

に
当
た
る
。『

金
碎
掌
置
文』

を
千
字
文
と
し
て
習
字
の
テ
キ
ス
ト

に
用
い
た
こ
と
は
拙
文

｢

漢
字
周
辺
の
文
字
と
西
夏
文
字｣

『

西
夏

語
研
究
新
論』
一
〇
頁
、
西
田
先
生
古
稀
記
念
会
、
一
九
九
八
、
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
。

４

.3561

④��249編
者
は
仏
経
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
経
典
の
単
な
る
訳
文
で
は

な
い
。
整
っ
た
見
事
な
楷
書
体
で
書
か
れ
た
大
型
の
写
本

(

巻
子
本)

の
残
巻
一
枚
で
あ
る
。
全
体
で
十
九
行
が
残
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で

こ
の
種
の
内
容
に
は
、
コ
ズ
ロ
フ
本
の
中
に
も
、
そ
の
他
の
出
土
品

中
に
も
、
一
点
も
出
会
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
残
巻
は
い
わ
ば
経
典
の

主
要
点
を
簡
潔
に
解
説
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
強
い
て
書

名
を
冠
す
る
な
ら
ば
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に

『
字
繩』

ま
た

は

『

繩
字』

と
す
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

内
容
の
一
部
を
訳
し
て
お
く
。

｢�
｣

戒
字
繩
中
、『

大
荘
厳
根
母

(

論)

経
典』

第
十
巻
下
と

二
無
間

(

？)

は
、
こ
の
語
を
何
の
故
に
説
き
た
る
か
、
修
し

て
法
を
聴
か
し
む
る
故
な
り
。
法
を
聴
く
故
に
則
ち
愚
痴
を
除

き
能
い
、
諸
の
善
悪
を
分
別
し
能
わ
ん
と
願
う
な
り
。
大
荘
厳

根
母
経
典
巻
第
十

｢�
｣

舒

(

の
ば
す)

字
繩
中
、『

大
乗
阿
毘
達
磨
集
根
母』

第

二
巻
三
無
間
は
差
別

(��
)

の
故
に
食
を
持
し
、
差
別
の
故

に
愛
不
愛
の
趣
を
分
別
し
、
差
別
の
故
に
清
浄
な
り
。
差
別
の

故
に
威
徳
な
り
。
差
別
の
故
に
差
別
義
な
り
。
順
逆

(��
)

の
故
と
は
何
ぞ
や
。
雜
染
順
逆
の
故
に
清
浄
順
逆
の
故
に
因
縁

を
起
こ
す
順
逆
の
義
を
説
く
な
り
。

『

大
乗
阿
毘
達
磨
集
根
母』

巻
二

若
し
こ
の
全
巻
が
残
存
し
て
い
た
な
ら
ば
西
夏
文
経
典
研
究
に
と
っ

て
有
用
な
資
料
に
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

５

.3584

④��265前
半
を
欠
き
十
三
行

(

内
後
半
六
行
は
下
部
を
大
き
く
欠
く)

を

残
す
巻
子
本
写
本
残
巻
で
仏
経
経
頌
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
已
に

漢
訳

『

十
二
縁
生
祥
瑞
経』

(

大
正
十
六
巻���719

宋
施
護
訳)

の

西
夏
語
訳
で
あ
る
と
同
定
し
て
い
る

(『

西
夏
語
研
究
新
論』

一
九

九
八
、
八
五
頁
〜)

。
こ
の
西
夏
文
は
漢
訳
の
か
な
り
忠
実
な
訳
文

で
あ
り
、
無
明
、
行
、
識
、
名
声
、
六
処
、
触
、
受
、
愛
、
取
、
有
、

生
、
老
死
の
十
二
因
縁
の
起
こ
る
月
と
日
が
説
か
れ
て
い
る
。
月
名

は
梵
語
を
音
写
し
た
漢
字
を
そ
の
ま
ま
西
夏
字
に
置
換
え
て
い
る
。

そ
の
上
二
合
や
音
読
数
字
を
そ
の
ま
ま
西
夏
字
に
訳
し
て
い
て
一
般

の
ダ
ラ
ニ
の
音
写
と
は
異
な
っ
た
味
を
示
し
て
い
る
。

��2���� �� ���������������
亦
、
波
引
捺�
合二
波
捺
六
麼
洗

月
一
日
取
支

二
日
愛

���� ������
(

二
合)

↓������� ��������
(

六
月
孟
秋)

東

洋

学

報

第
九
十
三
巻
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六
モ
シ
月
か
ら
朔
一
取
因
朔
二
愛
因
、

��6��� �� ������阿
濕�
合二
喩
若
七
麼
洗

� ��� ������ �� ��� �
↓������ �����

(

七
月
仲
秋)

七
モ
シ
月

��10����
…
迦
哩
底
迦��� ����� ���
↓������ �������

八
月

(

季
秋)

コ
ズ
ロ
フ
収
集
文
中
に
も
十
二
縁
生
の
西
夏
語
訳
は
二
種
類
含
ま

れ
て
い
る

(���
7166����

891)
。
共
に
写
本
で
あ
る
が
、
前
者

は
冊
子
装
で
や
や
乱
暴
な
楷
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
上
下
巻
揃
っ

て
い
る
。
後
者
は
前
部
を
欠
い
た
巻
子
本
で
上
巻
の
み
が
残
る
。
両

者
共
に
漢
訳
文
を
か
な
り
忠
実
に
訳
し
て
い
る
。
梵
語
十
二
ヶ
月
の

名
称
の
西
夏
文
字
は
す
べ
て
揃
っ
て
判
明
し
て
い
る
。

６

.3603

④��276編
者
は
仏
経
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は

『

仏
母
大
孔
雀
明
王
経』

の
訳
文
の
断
片
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
経
典
は
王
静
如
に
よ
っ

て
已
に
研
究
さ
れ
て
い
る

(『

西
夏
研
究』

第
一
輯
、
北
京
、
一
九

三
二)

。
王
静
如
が
使
っ
た
の
は
、
一
九
一
六
年
に
寧
夏
霊
武
県
か

ら
出
土
し
た
も
の
で

(

木
活
字
本
？)

現
在
北
京
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ン
本
は
言
う
ま
で
も
な
く
黒
水
城
出
土
の
河
西

写
本
で
あ
る
。
体
裁
が
異
な
る
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
内
容
の
異
同
は
な

い
が
、
一
ヶ
所
書
き
誤
り
が
あ
っ
た
。
五
行
目
□��
の
□
を
北
京

蔵
本
で
は�

袋�
と
な
り
、
冠
が
誤
っ
て
い
る
。
漢
訳
卵
瓶
罰
に
当

た
る
。
漢
訳
で
は
梵
語
を
音
写
す
る
が
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
は
意
訳
し

て
お
り
、
西
夏
語
訳
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
た
め
、
西
夏
文
字
の
意

味
の
決
定
に
大
き
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
こ
の
断
片

の
一
番
始
め
に
出
て
来
る���

は
漢
訳

｢

死
王
所
罰｣

に
あ
た
る

が
、�
は
平
声
八
十
四
韻
に
属
し
、���

と
読
み

『

文
海』

で
は

｢

夭｣

と
訳
さ
れ
、『

同
音』

で
は

｢

夭
折｣

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
意
味
の
ほ
か
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語��������

に
当
る
死
魔

(

四
魔

の
一
つ)

の
こ
と
を
指
す
ら
し
い
。

そ
の
ほ
か���
嗅
者
罰����������������

布
単
那
罰���

身
臭
罰��������������������
羯�
布
単
那
罰
な
ど
が
あ
っ
て
同

じ
臭
が
二
称
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
布
単
那
は
梵
語�� ����

臭
者
に
、

羯�
布
単
那
は
梵
語��� ���� ����
極
臭
鬼
に
当
た
る
。

『

孔
雀
明
王
経』

は
詳
し
く
研
究
す
べ
き
経
典
で
あ
る
。
必
ず
面

白
い
結
果
を
期
待
で
き
る
。

７

.3620

④��285
3620���286

編
者
は
前
者
を

｢

金
剛
王
亥
母
供
修
順
論｣

と
し
、
後
者
を
仏
経

と
認
め
る
が
共
に
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
前
者
は
表
題
が
ほ
と

ん
ど
欠
け
て
お
り
最
後
の
二
字
が
辛
う
じ
て
作
順
と
読
め
る
。
全
体

で
十
行
が
残
る
。
幸
い
に
し
て
こ
の3620

は
コ
ズ
ロ
フ
本��

261

���
6853

｢

金
剛
王
亥
母
處
食
施
供
順
要
論｣

(

一
枚
残)

と
合
致

す
る
。｢
凡
そ
供
修
者
ノ
手
デ
供
養
ヲ
為
サ
ン
ト
欲
ス
レ
バ
、
白
月
朔
十
日

批

評

と

紹

介

西
田

第
九
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若
ク
バ

黒
月
朔
十
日
ナ
ド

特
別
ノ

善
キ

日
ニ

金
剛
王
亥
母
像
等
ノ

御
前

ニ
テ
得
タ
ル
所
ノ
供
養
ニ
何
ヲ
用
イ
ル
カ
ニ
ヨ
リ
食
施
等
ヲ
準
備
シ
、
御
前
ニ

マ
ガ
リ
ア

(���
)

一
ツ
ヲ
置
キ
…

(

略)

…
百
字
呪
ヲ
一
遍
誦

ミ
テ
後
、�� �������
呪
ヲ
誦
エ
、
か
の
仏
会
等
本
宮
ニ
還
リ
テ
念
ジ
テ

食
施
ヲ
浄
処
ニ
捨
テ
ル
べ
し｣

最
後
の
と
こ
ろ
は
ス
タ
イ
ン
本
に
は
欠

け
て
い
る
。
尾
題
の
あ
と

｢

金
剛
王
亥
母
ニ
随
イ
略
手
供
養
作
順｣

の
題
目
の
み
が
あ
る
。
二
つ
の
経
典
が
連
書
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3620�
は
そ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。

ス
タ
イ
ン
本
中
に

｢

金
剛
王
亥
母
…｣

と
書
か
れ
る
断
片
は
数
種

類
残
っ
て
い
る
。3349

④��
121

｢
金
剛
王
亥
母
供
修
要
論｣

は
九

行
を
残
す
巻
子
本
写
本
残
巻
で
あ
る
が
、
中
央
(

四
行
目
と
五
行
目)

に
二
つ
の
経
題
が
連
書
さ
れ
て
い
る
。

��4
金
剛
王
亥
母
之
供
修
要
論

終

��5
金
剛
王
亥
母
ニ
随
イ
面
手
等
澡
順
要
論

��6
金
剛
王
默
有
母
ニ
敬
礼
ス

��7
凡
ソ
善
男
子
ト
善
女
人
ハ
早
暁
ニ
起
キ
テ
の
ち
衣
服
ヲ
着
ス
時
…

金
剛
王
亥
母
…
と
つ
く
経
典
は
多
種
類
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
蔵
文

か
ら
の
重
訳
で
あ
る
と
考
え
得
る
。
コ
ズ
ロ
フ
本
の
中
に
も
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば��

254����
6489

は
①
供
修
順
、
②
面

手
洗
澡
、
③
飲
食
受
持
、
④
睡
眠
定
作
の
四
種
の
要
論
を
連
書
し
て

い
る

(

楷
書
体
写
本)

。
ま
た
ス
タ
イ
ン
本2823�2824
②��240
も

小
断
片
な
が
ら

｢

金
剛
王
亥
母
供
修
順
要
論｣

と
認
め
得
る
。

８

.3622

④��
287

編
者
は
韻
書
と
す
る
が
、
そ
の
判
定
は
当
た
ら
な
い
。
音
韻
学
書

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
型
の
写
本
で
九
行
分
が
残
っ
て
い
る
。
問

答
形
式
を
と
っ
て
い
て
、
西
夏
語
音
韻
論
の
基
本
問
題
を
論
じ
て
い

る
有
用
な
文
献
で
あ
る
。
も
し
全
体
が
整
っ
て
い
た
な
ら
ば
西
夏
語

の
音
韻
研
究
に
対
し
て
大
き
い
貢
献
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
内
容
が
素
直
で
は
な
く
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。
類
す

る
文
献
と
し
て
は
コ
ズ
ロ
フ
本
に
一
点
あ
る
。
筆
者
は
仮
題
と
し
て
、

ス
タ
イ
ン
本
を

｢

小
学
問
答
集｣

、
コ
ズ
ロ
フ
本
を

｢

西
夏
切
韻
学

綱
要｣

と
名
付
け
て
い
る

(

拙
著

『

西
夏
語
研
究
新
論』

一
九
九
八
、

八
〇
頁)

。

問
フ
、
平
上
去
入
四
声
中
、
去
声
韻
無
シ
ト
ハ
如
何
。
答
フ
韻
ハ

多
字
ト
為
ル
ト
雖
モ
韻
無
キ
故
ニ
平
ト
近
キ
韻
ヲ
□
攝
ス
ル
モ
ノ
也
。

百
五
韻

(

複
数)

平
声
九
十
七
、
上
声
八
十
六
共
ニ
一
百
八
十

三
韻

[

百]

五
十
六
ハ
二
各
同
導
、[

他
ハ]

独
韻
七
十
八
ナ
リ

終五
音
ヲ
為
シ
七
字
ヲ
集
メ
ル
ハ
、
切
リ
テ
韻
ヲ
取
ル
門
也
、
是
ヲ
和
シ
テ

易カ
エ
ル
也

[

割
注]

七
字
ト
ハ
唇
、
舌
、
牙
、
歯
、
喉
、
流
風
等
ノ

字
ヲ
□
□
集
メ
ル
也
。

五
音
ヲ
為
シ
八
字
ヲ
集
メ
ル
ハ
韻
ノ
重
軽
ヲ
不
…
有
ル
故
ナ
リ[

割
注]

八
字
ヲ
集
メ
ル
ト
ハ
唇
、
舌
、
牙
、
歯
、
喉
、
流
風
ノ
二
字
、
独

韻
ノ
如
ク
八
字
…

(

以
下
二
行
略)

。
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９

.3700

④��
360

仏
経
と
し
て
い
る
が
、『

無
常
経』

の
下
半
部
に
あ
た
る
。
上
半

部
は3745
の
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
⑤��37
、
つ
ま
り3745

と3700

は
上
下
に
結
合
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
已
に
拙

著

『

西
夏
文
華
厳
経
Ⅰ』

、
一
九
七
七
、
十
頁
注
二
〇
で
述
べ
て
い

る
。
蝴
蝶
装
で
中
央
に
丁
数
が
つ
き
第
三
葉
に
略
題
不
常
経
と
刷
ら

れ
て
い
た
の
で

『

仏
説
無
常
経』

(

義
浄
訳
大
正
八
〇
一)

の
訳
文

で
あ
る
と
決
定
で
き
た
。
丁
数
を
示
す
と
、
こ
こ
で
は��
360

上
左

は
四

(

左)

、
上
右
は
五

(

右)
、��

360

下
は
二
、��
361

上
は
三

の
順
に
並
ん
で
い
る
。

現
存
す
る
形
態
は
異
な
る
が
、
内
容
は
同
一
の
経
典
で
あ
る
例
を

あ
げ
て
お
こ
う
。

10

.2741

③��
213

3211

④��
48

3715
⑤��

7

2741�
は
下
方
三
分
の
一
を
欠
い
た
刊
本

(

折
本)
断
片
で
あ
る

が
三
行
目
に
題
目
が
あ
っ
て
、
崩
れ
て
は
い
る
が
、｢
普
賢
広
大
願

王
清
浄
頌｣

と
読
め
る
。
そ
し
て
四
行
目
に
は
極
楽
加
讃
頌
と
あ
る
。

そ
の
内
容
は3715
(

刊
本
十
二
行
残)

及
び3211

(

刊
本
折
本
六
行

残)

と
合
致
す
る
。
編
者
は3211

を

｢

金
剛
般
若
波
羅
密
多
経｣
と

し
て
い
る
が
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
三
者
を
対
照
す
る
と
、2741

は2741�
に
続
く
部
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て3211

は

｢

普
賢
長
頌
終｣

と
な
っ
て
い
て
他
の
二
点
と
は
異
な
る
版
で
あ
っ

た
。

11

.

3720

⑤��
13�14唐

長
国
師
光
殿
衆
宮
中
住
、
爾
時
衆
人
仏
義
問
二
十
五
問
答
は
、

蝴
蝶
装
刊
本
で
三
枚
半
が
残
る
。
も
と
は
丁
数
が
は
っ
き
り
と
読
め

て
正
し
い
順
序
に
並
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
で
は
誤
っ
て
配
置
さ
れ
て

い
る
。
正
し
く
は��

13

上
は
第
三
葉
、
下
は
第
二
葉
、��

14

上
の

左
は
第
一
葉
左
、
右
は
第
四
葉
右
の
順
で
あ
る
。
筆
者
の
経
典
目
録

(

一
九
七
〇)

で
は
ま
だ
内
容
が
同
定
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ

ズ
ロ
フ
本
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
た

(0
9
6)

。
禅
籍
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
対
応
す
る
漢
籍
名
が
詳
ら
か
で
は
な
か
っ

た
。
二
〇
〇
九
年
末
に
な
っ
て
ロ
シ
ア
の
ソ
ロ
ー
ニ
ン
氏
の
論
文
に

よ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
同
定
さ
れ����

(������ ��� �)

は
唐

忠
国
師
と
読
む
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。������������������� �

������������ ��� ����� ��� ��
(�775)�������������������

�����
『

西
夏
語
文
与
華
北
宗
教
文
化』

国
際
学
術
研
討
会
中
央
研
究

院
・
仏
教
大
学
編
、
台
北
、
二
〇
〇
九

(

２)

。

12

.3851�
⑤��

165

編
者
は
１
偈
語
２
蔵
文
題
記
と
し
て
い
る
が
と
ん
で
も
な
い
。
蔵

文
題
記
で
は
な
く
、�������
…
等
蔵
文
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
十
一
字

を
並
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

13

.3858

⑤��
180�

孝
経
注

孝
経
の
西
夏
語
訳
本
に
は
已
に
述
べ
た
如
く

(

３)

、
コ
ズ
ロ
フ
本
と
こ

の
ス
タ
イ
ン
本
が
あ
る
。
共
に
行
書
体
で
書
か
れ
て
い
て
判
読
は
む

批

評

と

紹

介
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つ
か
し
い
。
両
本
を
比
べ
て
見
る
と
種
々
の
相
違
点
が
あ
る
。
①
表

題
を
見
た
だ
け
で
コ
ズ
ロ
フ
本
に
は
新
訳
と
つ
き
、
改
訳
本
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
ほ
か
、
呂
恵
卿
の
序
文
が
つ
い
て
い
て
そ
の
注
釈

本
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
②
コ
ズ
ロ
フ
本

(

冊
子
体)

は
完
本
で

あ
る
が
、
ス
タ
イ
ン
本

(

巻
子
本)

は
第
八
章
か
ら
残
り
前
半
を
欠

い
て
い
る
。
③
共
に
注
が
つ
い
て
い
る
が
体
裁
が
異
な
る
。
コ
ズ
ロ

フ
本
で
は
注
は
本
文
の
後
に
一
字
落
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
ス
タ
イ
ン
本
は
本
文
に
直
接
続
け
て
小
さ
い
文
字
で
書
い
て

い
る
。
割
注
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
。
④
共
に
十
八
章
に
分
か
れ
る

が
十
二
章
以
下
の
章
名
の
訳
に
異
同
が
あ
る
。
大
き
く
相
違
す
る
と

こ
ろ
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

コ
ズ
ロ
フ
本������������������

(

共
覚
章
品
十
六)(

帝
侍
章
品
十
七)(
親
易
章
品
十
八)

ス
タ
イ
ン
本������������������

(

感
動
品
第
十
六)(

王
侍
品
第
十
七)(

親
亡
品
第
十
八)

漢
文

応
感
章
第
十
六

事
君
章
第
十
七

喪
親
章
第
十
八

一
九
七
〇
年
に
当
時
の
英
国
博
物
館
か
ら
戴
い
た
写
真
と
照
合
し

て
み
て
、
本
書
一
八
頁
に
は
尾
題
を
含
む
最
後
の
四
行
分
が
欠
落
し

て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
大
き
い
手
落
ち
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
の
部
分
を
訳
し
て
お
く
。

｢

兆
ヲ
□
占
フ
□
□
注
…
生
キ
住
ム
タ
メ
ニ
孝
ノ
本
ヲ
備
エ
終
リ
タ
リ
、

死
者
ノ
礼
義

孝
経
序
一
巻
終｣

コ
ズ
ロ
フ
本
は
初
め
一
九
九
六
年
に
モ
ス
ク
ワ
の
科
学
出
版
社
か

ら
刊
行
さ
れ
た

『

西
夏
語
訳
漢
文
典
籍』

に
含
ま
れ
た
が
、
今
は

『

俄
蔵
黒
水
城
文
献』

十
一

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九)

に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
グ
リ
ン
ス
テ
ッ
ト

『

西
夏
文
字
分
析』

所
収
の

孝
経
は
コ
ズ
ロ
フ
本
の
研
究
で
あ
る
。
楷
書
体
を
書
き
添
え
て
い
て

有
用
で
あ
る

(����������������������������������������
�����������������������

1972)
(

４)

。

14

.3838

⑤��
148

編
者
は
、｢

五
魔�
病
法｣

と
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
名
の
経
典

は
存
在
し
な
い
。
四
行
目
に
あ
る
偈
句
の
表
題
を
訳
し
た
も
の
で
、

拙
訳
す
れ
ば

｢

五
鬼
発
病
法｣

と
な
る
。
こ
の
表
題
の
前
に
五
言
二

句
が
書
か
れ
て
い
る
。

坤
艮
双
ツ
ガ
集
リ
土

震
坎
□

離
火
。

本
文
を
訳
す
と
、

水
鬼
ハ
火
ヲ
断
チ
水
ト
戦
ウ
中
、

金
鬼
ハ
木
ヲ
断
チ
身
ニ
病
有
リ

木
鬼
ハ
土
ヲ
断
チ
痔
ガ
出
ル
中
、

土
鬼
ハ
水
ヲ
断
チ
盗
欺
ア
ル
中
、

火
鬼
ハ
金
ヲ
断
チ
□
ハ
身
ニ
有
リ
、

供
神
ハ
常
ニ
住
ミ
死
亡
ス
ル
□

(

以
下
略)

の
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
真
意
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

15

.3870�3870�
⑤��

200�201六
祖
大
師
法
宝
壇
経
と
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た
の

か
。
大
き
い
薄
い
紙
に
書
か
れ
た
写
本
の
残
巻
で
中
央
の
部
分
を
表
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(3870�)
に
し
て
左
右
両
端
を
裏
面

(3870)

に
折
り
込
ん
だ
形

に
な
っ
て
い
る
。
両
端
の
部
分
は
左
右
と
も
崩
れ
て
い
る
が
、
全
体

で
三
十
二
行
が
残
る
。
行
間
に
罫
が
引
か
れ
一
行
に
十
七
字
が
上
手

な
楷
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。3870�
の
九
行
目
か
ら
始
ま
っ
て

3870

に
及
び3870�
の
八
行
目
に
至
る
。
筆
者
の
メ
モ
に
は
、
一
九

七
四
年
十
月
十
七
日
に
こ
れ
が
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
の
や
や
長
い
残

巻
で
あ
る
と
判
明
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
全
文
の
訳
を

『

西

夏
文
華
厳
経
Ⅰ』

(

一
七
頁)
の
中
で
示
し
た
。

16

.3907�3908
⑤��

269�270こ
れ
は

『

文
海
宝
韻』

で
は
な
い
。『

文
海
宝
韻』

は
コ
ズ
ロ
フ

蒐
集
品
中
に
あ
り
、
所
属
韻
字
の
み
を
書
き
出
し
並
べ
た
写
本
で
、

字
形
の
分
解
や
注
釈
は
ほ
と
ん
ど
つ
い
て
い
な
い
。
か
つ
て
ネ
フ
ス

キ
が
利
用
し
、
一
九
六
〇
年
の
カ
タ
ロ
グ
に
も
載
っ
て
い
た
が
そ
の

後
姿
を
消
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
再
び
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
に

つ
い
て
は
拙
著

『

西
夏
王
国
の
言
語
と
文
化』

(

岩
波
書
店
、
一
九

九
七
、
一
一
〇
頁
、
注
二)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の3907�3908

は
コ
ズ
ロ
フ
本
に
同
種
の
も
の
が
あ
っ
て
、
筆
者
は
そ
の
存
在
を

『

韻
書
残
巻』

と
よ
ん
で
紹
介
し
て
い
る

(

一
九
九
六
、
の
ち

『
西

夏
語
研
究
新
論』

所
収)

。

巻
子
本
経
典
の
裏
面
を
使
っ
て
行
間
の
空
白
に
書
き
入
れ
ら
れ
た

写
本
で
あ
る
が
、
現
在
は

｢

音
同
文
海
宝
韻
合
編｣

の
書
名
が
つ
け

ら
れ
、
そ
の
二
十
数
枚
の
残
巻
は

『

俄
蔵
黒
水
城
文
献』

七

(

一
九

九
七)

に
収
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ン
本
は
そ
れ
を
補
う
全
く

同
種
の
残
巻
二
枚
で
あ
る
。

文
字
の
配
列
は

『

同
音』

新
版
の
順
序
と
一
致
し
、
一
字
一
字
に

『

文
海』

と
同
じ
よ
う
に
字
形
の
分
解
と
意
味
の
注
釈
と
反
切
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。『

文
海』

と
異
な
る
点
は

『

同
音』

の
注
字
も
加

え
て
い
る
こ
と
と
も
う
一
つ
は
平
去
声
、
上
去
声
と
い
っ
た
新
し
い

声
調
類
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
声
調
に
つ
い
て
は
西
田

｢

西
夏
文
字
新
考｣

(

東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念

『

東
方
学
論
集』

東
方
学
会
、
一
九
九
七)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
裏
写
り
が
激
し
く
行

間
か
ら
は
み
出
し
た
り
、
大
小
様
々
の
大
き
さ
で
書
か
れ
て
い
て
甚

だ
読
み
に
く
い
が
、
こ
の
上
な
い
重
要
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

3908

は
正
歯
音
類
の
最
後
の
部
分
と
独
字
の
始
め
に
該
当
し
、

3907

は
流
風
音
類
独
字
の
部
分
に
当
た
る
。

近
年
コ
ズ
ロ
フ
本
の
研
究
は
、
韓
小
忙
著

『

同
音
文
海
宝
韻
合
編

整
理
与
研
究』

(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八)

と
な
っ
て

刊
行
さ
れ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
固
め
た
感
じ
の
書
で
あ
る
が
誤
り

が
少
な
く
な
い
。

な
お
、2484�
③��

123

も
同
じ
種
類
の
韻
書
残
巻
の
一
部
で
あ

り
、
重
唇
音
類
の
最
後
と
独
字
の
始
め
に
該
当
す
る
。
小
断
片
な
が

ら
貴
重
で
あ
る
。

17

.3919
(1�6)

⑤��
308

は
、
貞
観
政
要
と
し
、3919

(7�71)
は
仏
経
と
す
る
。
共
に
版
本

(

冊
子
体)

の
中
央
部
ま
た
は
下
部
の

批
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と

紹
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み
を
残
す
断
片
で
あ
る
。
丁
数
八
を
含
ん
で
全
体
は
か
な
り
の
分
量

に
な
る
。
太
宗
が
屡
々
登
場
し
王
珪
の
名
や
魏
徴
の
名
も
出
て
来
る

こ
と
か
ら
、
一
九
七
〇
年
代
に
筆
者
は
こ
れ
を
貞
観
政
要
の
訳
で
あ

る
と
想
定
し
た
。
こ
の
考
え
を
当
時
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
中
の
故
Ｗ

.

サ
イ
モ
ン
先
生
に
説
明
し
、
ご
賛
同
を
得
た
記
憶
が
あ
る
。

編
者
は3919

を
二
分
し
、
後
者
を
仏
経
と
す
る
の
は
、
何
を
根
拠

と
し
て
い
る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
。
筆
者
は
共
に
貞
観
政
要
の
訳

で
あ
る
と
見
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
西
夏
語
訳
は
逐
字
訳
で
は
な
く
、

か
な
り
意
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

��
313

上

(

善
人
ガ
国
ヲ
為
ス
コ
ト)

百
年
ニ
シ
テ
然
ル
後
、(

欠)

ヨ
リ
錯
乱
ト
離
レ
…
徴
曰
ク
此
ハ
小
智
ノ
人
(

常
人
ニ
当
ル)

(

欠)

聖
哲
ニ

在
ラ
ズ

…
中
、
魏
徴
ニ

曰
ク

…
五
帝
三
王
ノ

代
ニ

人
ヲ

易

エ
ズ
シ
テ

(

欠)

帝
道
ヲ
行
エ
バ
則
チ
帝
ナ
リ
。(
政
体
篇
第
九
章)

��316
太
宗
黄
門
侍
郎

(

丞
相
ト
訳
ス)

王
珪
ト
宴
坐
シ
曰
ク
…

(

欠)

傍
ニ
侍
シ
立
ツ
。
本モ
ト

、
呂
江
ノ
王(��)
ノ
姫
ナ
リ(�� ���

ハ
姫
ニ
当
ル
漢
語
ノ
借
用
か)

(

欠)

内
宮
ニ
住
ミ
中
ニ
入
ル

(

欠)

王
ハ
不
義
ヲ
為
ス
ニ
ヨ
リ

(

欠)

王
珪
曰
ク
臣
管
子
文
ニ

(

斉
の
桓

公)

郭
ノ
国
ニ
之
キ
か
の
国
ノ
父
老
人

(

歳
太
キ
人
ト
訳
ス)

(

欠)

…
故
ニ
謂
ク
我
ハ
、
父
老
人
曰
ク
…
也
。
桓
公
曰
ク
是
ノ
父
老
…

��
316

…
失
フ
今
是
ノ
婦
人
、
尚
傍
ニ
在
リ

(

欠)

是
ト
ナ
サ
ム
ト

謂
フ
、
我
ハ
若
シ
非
ト
ナ
サ
バ

(

欠)

継
ガ
ズ
汝
ハ
云
何
ニ
ス
ベ
キ
カ
。

太
宗
喜
ビ
速
カ
ニ
美
人
ヲ
親
族
ニ
還
ラ
シ
ム
。(

納
諫
篇
第
一
章
に

当
た
る)

18

.3948

⑤��
359

は
番
漢
語
詞
対
訳
と
し
て
い
る
が
こ
の
番
語
と

は
一
体
何
語
を
指
す
の
か
。
筆
者
は
以
前
か
ら
注
目
し
て
い
た
が
、

未
だ
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
。

漢
字
で
転
写
す
る
が
特
別
な
言
語
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ

系
言
語
で
は
な
い

(

？)

。
つ
ぎ
に
代
表
的
な
対
照
例
を
記
し
て
お

く
。

不
明
語

阿
罵�乞
諾

舉

塞
約

吉
礼
思

骨
覩
寺

漢
語

手

脚

甕

刀
子

氈

婦
人

類
似
の
文
献
は
コ
ズ
ロ
フ
蒐
集
品
中
に
も
他
の
出
土
品
中
に
も
発

見
で
き
な
い
。

19

.3956

⑤��
363

は
妙
法
蓮
華
心
一
巻
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
や
や
太
い
楷
書
体
写
本
で
あ
っ
て
、
表
題
の
ほ
か
十
行
が
残
っ
て

い
る
。
同
じ
経
典
は
コ
ズ
ロ
フ
本
に
も
あ
っ
て
、
照
合
す
る
と
、
ス

タ
イ
ン
本
は3956

か
ら
つ
ぎ
の3957

六
行
に
つ
づ
く
こ
と
が
わ
か
る
。

編
者
は3957

を
仏
経
と
し
て
い
る
。

｢

そ
の
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
王
舎
城
の
耆
闍
崛
山
中
に
住
み

た
ま
う
。
大
菩
薩
摩
訶
薩
…
仏
の
説
法
を
聞
き
た
ま
う
。��

��
｣

ス
タ
イ
ン
本
で
は
こ
の

｢

聞
く｣�
の
字
を�

(

助
詞)

に
書
い

て
い
る
。
聞
く
と�
は
西
夏
語
で
は
同
じ
音
節���

(

上
一
〇)

で

あ
っ
て
、
書
き
誤
っ
た
と
言
え
る
し
、
当
て
字
を
使
っ
た
と
も
解
釈
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で
き
る
。

以
上
、
巻
一
か
ら
巻
五
を
通
じ
て
、
西
夏
文
の
同
定
作
業
に
は
新

し
い
成
果
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
唯
だ
仏
経
と
す
る
も
の
が
多
数

に
残
さ
れ
て
い
て
、
全
点
解
明
に
は
程
遠
い
感
じ
で
あ
る
。
編
者
が

西
夏
研
究
の
現
状
に
疎
い
こ
と
に
加
え
て
第
一
に
原
文
を
よ
く
読
ん

で
い
な
い
欠
点
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
先
学
の
研
究
結
果
の

み
を
黙
っ
て
使
っ
て
い
る
の
も
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
最
後
に
イ
ン

ド
国
家
博
物
館

(

ニ
ュ
ー
デ
リ)

所
蔵
の
ス
タ
イ
ン
将
来
西
夏
文
献

の
早
期
公
開
を
期
待
し
た
い
。
な
お
ス
タ
イ
ン
蒐
集
本
の
同
定
作
業

に
は
、
松
沢
博
氏
の
二
点
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
一

つ
は

｢

ス
タ
イ
ン
将
来
黒
水
城
出
土
西
夏
文
献
に
就
い
て｣

(

前
掲

『

西
夏
語
文
與
華
北
宗
教
文
化』

所
収
、
二
〇
〇
九
、
台
北)

と
今

一
つ
は

『

ス
タ
イ
ン
将
来
黒
水
城
出
土
文
献
同
定
表』

及
び

｢

ペ
リ

オ
将
来
敦
煌
出
土
西
夏
語
仏
典
目
録
再
校｣

と
題
す
る
未
公
開
の
手

稿
で
あ
る
。

註

(

１)

西
田
龍
雄
評

『

英
蔵
黒
水
城
文
献
①』

(『

東
洋
学
報』

第
八

七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
五)

。
西
田
龍
雄
評

『

英
蔵
黒
水
城
文
献

②
③
④』
(『

東
洋
学
報』

第
八
八
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
七)

。

(

２)

唐
忠
国
師
は
、
唐
昌
国
師
と
す
る
の
が
正
し
い
。
こ
の
論
文

以
前
に
、
ソ
ロ
ー
ニ
ン

(

索
羅
寧)

は

｢

西
夏
仏
教
著
作
《
唐
昌

国
師
二
十
五
問
答
》
初
探｣

『

西
夏
学』

第
二
輯
、
二
〇
〇
七
、��

127�

を
発
表
し
て
い
る
。

(

３)
『

東
洋
学
報』

第
八
八
巻
第
四
号
、
四
二
頁
〜
。

(

４)

コ
ズ
ロ
フ
本
の
一
部
五
刑
章
品
に
つ
い
て
は
、
ネ
フ
ス
キ
ー

に
よ
る
漢
字
を
あ
て
た
訳
文
が
あ
る
。
石
浜
純
太
郎

｢

西
夏
語
訳

呂
恵
卿
孝
経
伝｣

『

文
化』

第
六
号
、
一
九
五
六
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(

二
〇
一
〇
年
六
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
Ｂ
４
判
、
三
八

〇
＋
六
五
頁)

※
西
夏
文
字
フ
ォ
ン
ト
は

『

今
昔
文
字
鏡』

を
使
っ
た
。

(

東
洋
文
庫
研
究
員)
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